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が
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た
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、
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な
の
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が
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で
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？
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や
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的
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に
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の
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る
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で
す
。
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的
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し
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、
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的
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が
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よ
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と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

受
け
続
け
る
と
ど
う
な
る
の
？

　モ
ラ
ハ
ラ
は
心
の
殺
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る

行
為
で
す
。
受
け
続
け
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

状
態
が
慢
性
的
に
続
き
、
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
及

ぼ
し
た
り
、
自
己
肯
定
感
が
下
が
り
自
分
に
対

し
て
否
定
的
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
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。
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要
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冷
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な
気
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ち
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え
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る
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況
を
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の
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に
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で
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い
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で
は
、
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Ｎ
Ｓ
で
対
応
し
て
い
る

相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

　コロナ禍で今まで以上に家族が濃密な時間　を過ごすことが多くなりました。そんな中、パートナーとの関係に違和感はありませんか？

　今回は「夫婦間におこりうるモラル・ハラ　スメント（モラハラ）」について、考えてみましょう。

選択の輪

＜参考＞精神的ＤＶに悩む女性のためのガイドブックより

何も

しない

情報を

得る

医療機関を

利用する

経済力を

つける
警察を

利用する

夫への

対応を

変える

離れる

法的な

解決を

めざす

グループに

参加する
相談する

あなたは何も悪くありません！

あなたは決してひとりじゃありません

自分を大事にして　自分の意思で

生き方を選び取ってください。

あなたは何も悪くありません！

あなたは決してひとりじゃありません

自分を大事にして　自分の意思で

生き方を選び取ってください。

自分で自分の

心身をケアする

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｄ
Ｖ
相
談
相
談
内
容

●
も
と
も
と
あ
っ
た
Ｄ
Ｖ
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
強
化
さ
れ
た

●
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
や
失
業
等
に
よ

る
生
活
苦
で
、
潜
在
し
て
い
た
Ｄ
Ｖ
が

顕
在
化
し
た
、
も
し
く
は
Ｄ
Ｖ
が
激
し

く
な
っ
て
き
た

●
加
害
者
の
在
宅
ワ
ー
ク
で
行
動
監
視
さ

れ
、
外
出
し
づ
ら
く
な
っ
た

︵
内
閣
府
Ｄ
Ｖ
相
談+

の
現
場
か
ら
︶

チェックリスト「パートナーに振り回されていませんか？」

１．相手と意見が対立するといつも負ける

２．相手は言葉では依頼しているように言うが、命令に近いことが多い

３．相手は、あなたが友だちや親族に会うのを止めようとする 

４．相手と話し合おうとしても、話し合いが成り立たなくなってしまうことが多い

５．さまざまな選択をするとき、相手の好みを押しつけてくるので、自分の好みをいうことはあきら

めている

６．自分のからだの不調を訴えると、「自分のほうがもっと不調である」と言う

７．子どもの要望を優先しようとすると機嫌が悪くなるので、相手の要望を優先してしまうことが多い

８．相手は、携帯電話などであなたの行動を頻繁に把握しようとする　

９．相手は、突然予定を変えることが頻繁にあり、振り回されてしまうことが多い

10．相手は状況によって言うことが違うので、混乱させられる

11．相手は大声を出して、言うことをきかそうとする

12．日常的に相手の顔色を見ながら過ごしているので、いつも緊張している

　　　　チェックリストで「はい」はいくつありましたか？

　　　　いくつか該当していれば、あなたはモラル・ハラスメントを受けています。

　　　　あなたの気持ちを混乱させたり、過酷な状態に陥らせたりして、執拗にあなたの意思や

　　　　生き方にまで踏み込んで支配しようとしているのが特徴です。

＜参考＞精神的ＤＶに悩む女性のためのガイドブックより

パートナーとの  関係に違和感ありませんか？
夫 妻

モラル・  ハラスメントとコロナ禍のDV
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５．さまざまな選択をするとき、相手の好みを押しつけてくるので、自分の好みをいうことはあきら

めている

６．自分のからだの不調を訴えると、「自分のほうがもっと不調である」と言う

７．子どもの要望を優先しようとすると機嫌が悪くなるので、相手の要望を優先してしまうことが多い

８．相手は、携帯電話などであなたの行動を頻繁に把握しようとする　

９．相手は、突然予定を変えることが頻繁にあり、振り回されてしまうことが多い

10．相手は状況によって言うことが違うので、混乱させられる

11．相手は大声を出して、言うことをきかそうとする

12．日常的に相手の顔色を見ながら過ごしているので、いつも緊張している

　　　　チェックリストで「はい」はいくつありましたか？

　　　　いくつか該当していれば、あなたはモラル・ハラスメントを受けています。

　　　　あなたの気持ちを混乱させたり、過酷な状態に陥らせたりして、執拗にあなたの意思や

　　　　生き方にまで踏み込んで支配しようとしているのが特徴です。

＜参考＞精神的ＤＶに悩む女性のためのガイドブックより

パートナーとの  関係に違和感ありませんか？
夫 妻

モラル・  ハラスメントとコロナ禍のDV



風間浦村

風間浦村は2021年８月の豪雨で人的被害はなかった
ものの、大きな被害を受けました。村には下風呂、桑
畑、易国間、蛇浦の４つの地区が点在。各地区を結ぶ
国道279号で複数の土砂災害が発生し、隣接するむつ
市では小赤川橋が崩落しました。そのために生じた通
行止めによって、下風呂、桑畑の２地区で、村の全人
口の４割以上にあたる合計372世帯721人が一時、
孤立状態に陥りました。村役場の防災担当者と、下風
呂地区の女性２人に、豪雨災害を振り返りつつ教訓を
語ってもらいました。

　８
月
10
日
の
朝
、
小
赤
川
の
茶

色
い
水
が
だ
ん
だ
ん
迫
っ
て
く
る

の
を
見
て
、
避
難
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
避
難
所
は
車
で
５
分
弱
。

で
も
歩
い
て
は
行
け
な
い
場
所
。

車
が
な
い
一
人
暮
ら
し
の
近
所
の

人
を
４
回
に
分
け
て
避
難
所
に
連

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　当
日
の
う
ち
に
家
に
戻
っ
た
の

で
す
が
、
断
水
は
３
週
間
続
き
、

普
段
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出

て
く
る
有
難
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

　夫
は
消
防
団
員
で
す
が
、
消
防

団
員
た
ち
は
１
日
３
回
物
資
を
運

び
そ
の
合
間
に
道
路
の
土
砂
を
か

い
て
、
長
靴
は
あ
っ
と
い
う
間
に

３
足
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
村
外
の
友
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼

び
か
け
て
く
れ
た
と
こ
ろ
、
青
森

市
の
企
業
が
長
靴
１
０
０
０
足
を

村
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　自
主
防
災
組
織
な
ど
、
近
所
で

何
か
あ
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か

話
し
合
い
、
備
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　８
月
10
日
午
前
３
時
す
ぎ
に
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
た
の
を
受
け
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
午
前
５
時
に
は
全
村
に
避
難
指

示
を
発
令
、
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

　避
難
所
は
４
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
一
カ
所
ず

つ
開
設
し
、
そ
の
地
区
に
住
む
役
場
職
員
が

中
心
と
な
り
運
営
し
ま
し
た
。
県
や
近
隣
市

町
村
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
支
援
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。

　各
避
難
所
に
そ
れ
ぞ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
た
め
の
テ
ン
ト
や
間
仕
切
り
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
必
要
な
備
品
を
用
意
し

て
い
た
の
は
良
か
っ
た
点
で
す
。

　高
齢
化
率
が
40
％
超
と
高
く
、
高
齢
者
の

１
人
、
２
人
世
帯
の
速
や
か
な
避
難
が
一
番

の
課
題
で
す
。
役
場
職
員
だ
け
で
な
く
、
近

所
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
う
等
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
地
域
住
民
の
力
が
鍵
を

握
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
メ
ン
バ
ー
が
年
配

の
男
性
に
偏
り
が
ち
に
な
る
の
で
、
災
害
時

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
る
工
夫
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︵
取
材

　大
畑

　彩
美
︶

　８
月
10
日
早
朝
、
旅
館
前
の
坂

が
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
旅
館
に
被
害
は

な
か
っ
た
の
で
、
12
日
に
む
つ
市

が
バ
ス
を
出
し
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
お
客
様
４
人
に
は

ス
タ
ッ
フ
、
私
と
一
緒
に
６
人
で

待
機
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　停
電
や
断
水
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
元
の
人
達
に
も
温
泉
を
開
放
し
、

被
災
し
た
中
で
も
、
お
風
呂
に
入

り
衛
生
を
保
ち
、
ス
ト
レ
ス
解
消

が
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　旅
館
な
の
で
水
や
食
糧
は
多
め

に
備
蓄
し
て
い
て
、
ガ
ス
は
使
え

た
の
で
煮
炊
き
は
で
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
村
営
温
泉
施

設
で
お
に
ぎ
り
や
缶
詰
、
飲
料
な

ど
の
配
給
が
始
ま
り
、﹁
お
か
み

の
会
﹂
で
朝
昼
晩
と
配
給
を
手
伝

い
ま
し
た
。
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
よ
り
良
か
っ
た
様
で
、
お
か

み
の
会
の
結
束
も
強
ま
り
ま
し
た
。

　日
頃
か
ら
お
水
や
食
糧
、
乾
電

池
、
懐
中
電
灯
、
電
気
を
必
要
と

し
な
い
暖
房
器
具
な
ど
、
備
え
が

大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

風間浦村発 2021年8月豪雨の教訓
断水３週間
水の大切さ痛感

畠山商店   代表取締役
坂本　愛 さん

高齢化率高く
住民の力が鍵

風間浦村役場
　総務課副参事兼防災推進監

土井　豊 さん

水や食糧、乾電池
備蓄と点検必要

下風呂温泉   おかみの会
会長　長谷　雅恵 さん

風
間
浦
村
ミ
ニ
デ
ー
タ

●
人

　口

　１，
７
３
４
人

　
　
　︵
男
８
５
１
人
、
女
８
８
３
人
︶

●
世
帯
数

　８
７
９
世
帯

　
　
　
　
　
　︵
２
０
２
２
年
１
月
末
現
在
︶

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
家
事
分
担

　ど
う
や
ら
、
夫
婦
円
満

の
秘
訣
は
、
家
事
分
担
と

相
互
理
解
に
あ
り
そ
う
で

す
。　専

業
主
婦
世
帯
で
あ
っ

て
も
同
じ
で
す
。

　ど
ち
ら
か
一
方
が
家
事
を
負
担
す
る
の
で
は
な

く
、
夫
婦
が
お
互
い
に
協
力
し
て
家
事
を
分
担
す

る
こ
と
が
夫
婦
円
満
に
暮
ら
す
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

﹁
あ
り
が
と
う
﹂
の
言
葉
も
お
忘
れ
な
く
。

　家
事
・
育
児
の
分
担
を
話
し
合
う
た
め
の
シ
ー

ト
﹁
夫
婦
de

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
等
を
活
用
し
、

お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
支
え
合
う
ハ
ッ
ピ
ー
家

族
を
目
指
し
、
夫
婦
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

妻
の
気
持
ち

　・
言
わ
な
い
と
や
っ
て
く
れ
な
い

　
　︵
言
っ
た
こ
と
し
か
や
っ
て
く
れ
な
い
︶

　・
家
事
は
女
性
が
や
る
も
の
だ
と
固
定
概
念
を

持
ち
出
す

　・
雑
な
の
で
や
り
直
す
必
要
が
あ
る

夫
の
気
持
ち

　・
細
か
な
部
分
に
ダ
メ
出
し
さ
れ
る
の
が
嫌

　・
言
わ
れ
た
通
り
や
っ
た
の
に
、
出
来
栄
え
に

文
句
を
言
わ
れ
る

　・
他
の
家
庭
と
比
較
さ
れ
感
謝
さ
れ
な
い

コ
ロ
ナ
で
二
極
化
？

　内
閣
府
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
約
７
割
の
子
育
て
世
帯
が
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
増
加
し
、
感
染
拡
大
前
よ
り
生
活

の
満
足
度
が
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　家
事
・
育
児
・
介
護
が
さ
ら
に
女
性
に
集
中
し
、

不
満
を
感
じ
て
い
る
女
性
が
多
い
と
い
う
一
方
、

一
緒
に
い
る
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
関
係
性

が
増
し
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　﹁
家
事
・
育
児
に
関
す
る
役
割
分
担
の
変
化
と

夫
婦
関
係
の
変
化
﹂
を
見
る
と
、
夫
の
役
割
が
増

加
す
る
と
夫
婦
の
関
係
が
よ
く
な
り
、
妻
の
役
割

が
増
加
す
る
と
関
係
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　コロナ禍により家族の在宅時間が増えることで、それまでの生活スタイルも変わってきました。そんな中、

「家族と過ごす時間を保ちたい」と思う人は全体の約８割。

　コロナ禍にあっても「うまくいく夫婦」と「そうでない夫婦」の違いの要素から、家族みんなが幸せに暮ら

すヒントを探ってみました。

※

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は

　当
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

  

夫
婦
円
満
の
在
り
方
３
か
条

　
３
つ
の
﹁
ゆ
と
り
﹂
を
生
む
こ
と
が
大
切

１．

時
間
的
﹁
ゆ
と
り
﹂

　・
下
味
冷
凍
な
ど*

時
産
調
理
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
取
り
入
れ
る

　・
市
販
の
調
味
料
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
、
レ
ト

ル
ト
食
品
を
フ
ル
活
用

　・
時
産
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
ア
イ
テ
ム
や
掃
除

グ
ッ
ズ
、
日
用
雑
貨
を
利
用
す
る

２．

空
間
的
﹁
ゆ
と
り
﹂

　・
夫
婦
共
通
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
の
時

間
・
空
間
を
確
保
す
る

　・
オ
ン
・
オ
フ
を
切
り
替
え
る
在
宅
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
の
工
夫

　・
団
ら
ん
ス
ペ
ー
ス
で
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
く
つ
ろ
ぐ

３．

心
理
的
﹁
ゆ
と
り
﹂

　・
相
手
に
求
め
す
ぎ
ず
、
夫
婦
で
や
れ
る
人

が
や
る

　・
家
事
品
質
を
保
た
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
と
す
る

　・
家
電
や
プ
ロ
を
活
用
し
、
作
っ
た
時
間
を

楽
し
む

　
　
　

　
　
　
　
　監
修

：

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　教
授

　筒
井
淳
也
氏

　
　
　

　
　
　

*

時
産…

生
活
者
の
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
や
家
族
と
の

豊
か
な
時
間
を
生
む
こ
と

コロナ禍をチャンスに変えるコロナ禍をチャンスに変える
家族みんなでハッピーに暮らそう
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【子育て】家事・育児に関する役割分担の変化と夫婦関係の変化

夫の役割が増加

夫・妻ともに役割が増加

妻の役割が増加

夫婦の関係がよくなった　　　　夫婦の関係がやや良くなった

夫婦の関係は概ね変化無い　　　夫婦の関係がやや悪くなった

夫婦の関係が悪くなった　　　　わからない
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出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」2021年


